
～令和４年度 第６号～                   ひゅーまんらいつ（Human Rights）とは「人権」を意味する言葉です 

 

 

 

 

 

～第４回人権・同和教育ホームルーム活動報告～ 
 先月、１月日 20 日に３年生、そして２月３日に１・２年生で、第４回目の人権・同和教育ホームルーム

活動が各クラスにおいて実施されました。各クラスの取組を紹介します。 
 

＜１年生＞ 主題『 私たちと人権問題Ⅳ ―同和問題の解決を目指して― 』 

【１組の皆さんの感想】 

・偏見や差別は無知から生まれるので、差別につい

て学ぶ機会があるからこそ、もっと知識を深めて

いきたい。 

・前人権委員長の先輩の話を聞いて、経験した人じ

ゃないと分からないと思わず、理解しようとする

気持ちが大切だと思った。 

 

 

 

 

 

【２組の皆さんの感想】 

・これからももっと知っていくことが必要だと感じ

た。正しい知識をもって、差別が身近な問題だと

いうことを忘れない！ 

・正しい知識をもち、正しい知識のない人にははっ

きりと指摘するなど、今の自分にできることを探

したい。 

 

 

＜２年生＞ 主題『 人権の歴史に学ぶⅣ ―戦後の解放運動― 』 

【皆さんの感想】 

・今、自分たちが学校に来られるのは、昔の人々や 

親のおかげで行けていることが改めて分かりました。 

・昔の人々は学校に行きたい人もたくさんいたけれど 

今みたいに当たり前に学校に行けなくて、自分たち 

は恵まれていることを感じました。 

 

＜３年生＞ 主題『 人権問題を解決するためにⅣ―これからの生き方について考える― 』 

   

 

【皆さんの感想】 

・３年間、たくさんの人権問題について学習

して、差別は絶対にしてはいけないと改め

て感じた。 

・差別について３年間学び、改めて気づいた

ことや話し合いの中で違った意見を聞くこ

とができてよかった。 

・これからも人権問題への関心を持って、身

近なことから取り組みたい。 

津島分校人権だより  津島分校人権委員会 



～相対的貧困って何？？～ 

 

絶対的貧困・・・  生きるために最低限必要な「衣食住」が満たされていない状態 。 

（例） 飢餓で飢えている子ども、ストリートチルドレン等 

相対的貧困・・・  その社会においてほとんどの人が享受している「普通の生活」 を送ることができない状態。 

2020 年に厚生労働省が公表した「2019 年国民生活基礎調査」によると、日本の子どもの貧困率 

は 13.5％であり、7 人に 1人の子どもが貧困状態であるという現状。 

 例えば・・・ 

 ・１日の食事が菓子パン１個やインスタントラーメン      

 ・用具が買えないため部活動に参加できない 

 ・親が病気のため家事をしなければならない    

 

～私たちがヤングケアラーだったころ～ 

 貫地谷しほりスペシャル対談(厚生労働省HP より) 

 

貫地谷：ケアをしていて、つらいと思っていたことは？ 

金子：ひとつは、肉体的な負担です。朝起きてから夜 

寝るまで、体格の良い男性を支えてケアする、という物 

理的な負担です。もうひとつは精神的な負担です。父は 

認知症もあり、変わっていく父が受け入れられませんで 

した。父のことは、周りに言えずにひた隠しにしていました。 

貫地谷：それは、言い出す空気でなかった、それとも言いたく 

なかった？ 

金子：両方ですね。普通の高校生、大学生でいたかったし、 

可哀想な子と見られたくなかったので言えませんでした。そう 

したことも含めて去年ぐらいから受け入れられるようになって、 

やっと周りに発信できるようになりました。 

貫地谷：話をすることで楽になるということはありますか。 

金子：ありますね。話を聞いてくれるだけで、味方でいてくれ 

ているというのが伝わってきて楽になります。  

貫地谷：ヤングケアラーであることを、どうすれば早く彼ら彼 

女らも自分で言うことができると思いますか。 

金子：正直、ケアをしている側からは言えないと思うんですよね。 

だからヤングケアラーって言葉を広めて頭のすき間に入れていただくことで、周囲の方がそのサインを見逃さないように、手

を差し伸べられる人が増えてほしいです。 

子どもの権利条約（1989年11月20日採択。日本は1994年に批准） 

子どもの基本的人権を国際的に保障するために定められた条約。 18歳未満の子どもを権利をもつ主体と位置づけ、おとな

と同様ひとりの人間としての人権を認めるとともに、成長の過程で特別な保護や配慮が必要な権利も定めています。「生きる

権利」、「育つ権利」、「守る権利」、「参加する権利」の４つの権利が保障されています。 

＜今日の感想＞ （   ）年（   ）組（   ）番  氏名（                 

 

 

 

 

 

～人権ふれあいひろば～ 

日時：令和５年２月 25日（土）9:00～ 

場所：宇和島市津島町福祉会館 

津島分校人権委員活動報告、人権啓発ムービー上映!! 

 

☆岩松こども食堂☆     食事を通して楽しく交流 

11:00～12:30         ふれあいの居場所づくり 

・18 歳以下無料     

・100 食限定       

ヤングケアラー 令和２年度高校２年生の調査→4.1％ 

本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを

日常的に行っているこどものこと。責任や負担の重さにより、

学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。 


